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・KAGAYA作品展

2025

X（旧ツイッター）

毎週月曜日・第２火曜日・年末年始
ただし、月曜日・第２火曜日が国民の休日・祝日となる日は開館し、翌日が休館と
なります。年末年始の営業についてはホームページ等をご覧ください。
※臨時開館・休館あり（ホームページ等でお知らせします）



４～５円が集まり、２００人の賛同者がいれば８～１０円が集まります。



特別展｢KAGAYA作品展｣
星空アーティスト・KAGAYAの撮影した美しい写真を展示しました。
会期：2025年2月1日(土)～4月6日(日）
展示作品から、いくつかを紹介します。

写真は中学生のころ本格的に始めました。当時は自宅の庭で星の写真を撮り、フィルムを自分で現像、毎晩のようにお風呂場を暗
室にしてプリントすることに熱中していました。30年たった今、撮影場所は世界中に広がり、「宇宙の中の惑星地球」を感じる景
色をこの目で見たくてあちらこちらにでかけ、現場からインターネットのツイッターなどで写真を発表しはじめました。わたしに
とって写真は絵画作品や映像作品と同じように、あこがれの世界を心に写し取り、印象を伝える手段の一つなのだと気がつきまし
た。見てくださった方々からたくさんのお声をいただいたことが大きな励みになり、力をいただきました。わたしの写真を見てく
ださった方が、神秘に夢を馳せたり、ホッと幸せな気持ちになっていただけたら幸いです。

教会の上に輝くサザンクロス（南十字、写真
左上）と天の川、
そして赤いサザンライツ（オーロラ）の共演
です。
撮影地：ニュージーランド、南島
2024年10月28日15時22分（UT）

満天の星の下、旅の安全を守る灯台。
長い旅路も、どうか道に迷わないよう。
撮影地：東京都三宅島
2019年7月27日00時12分

星空アーティストKAGAYAさんからのメッセージ

サザンクロスとサザンライツ
ただ一面の雪と星空が広がる世界。
その時いただきに輝いたのは、全天で最も明るく輝くシリウスでした。

シリウスのツリー

夜明け、空が青く染まる時間になって、にわかに満天に広がったオーロラ。
夜の終わりの夢のような時間。

薄明の空いっぱいに

銀河のともし灯

撮影地：北海道
2019年3月10日22時24分

撮影地：アイスランド
2019年10月10日05時50分(UT)
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シゴセンジャーのクイズにチャレンジ！

シゴセンジャーブルー

ブラック星博士

　2005 年のゴールデンウィークのキッズプラネタリウムにはじめて登場したシゴセンジャーは、2025 年に 20 周
年を迎えたぞ。シゴセンジャーの得意技は「クイズアタック」だ！敵のブラック星博士とクイズで対決するぞ。これま
でのクイズ対決を振り返ってみよう。

シゴセンジャーレッド

水面に映る星空と南極光（オーロラ）。
夢のような静かな夜。

撮影地：ニュージーランド、南島
2024年11月2日15時00分（UT）

南の空の果て

星空アーティスト・KAGAYA
プロフィール
1968年、日本埼玉県生まれ。豊富な天文知識と卓越し
たアートセンスで、宇宙と神話の世界を描くアーティス
ト。プラネタリウム映像クリエーターとして手がけた
「銀河鉄道の夜」は、国内をはじめ欧米・アジアなど累
計100館を超えるプラネタリウムで上映され、観客動員
数100万人を突破し現在も動員記録を更新中。2011年、
水樹奈々のコンサートにおいて東京ドームの天上に映像
を投影する演出を手掛けた。2013年、オーチャードホー
ルにて開催された冨田勲コンサートでは壁面に映像を投
影する演出を担当。一方で写真家としても人気を博し、
写真集『星月夜への招待』『天空讃歌』『悠久の宙』
『星と海の楽園』『StarryNights』、フォトエッセイ集
『一瞬の宇宙』、入門書『星空の楽しみかた』を刊行。
星空写真は小学校理科の教科書にも採用される。写真を
投稿発表するTwitterのフォロワーは89万人を超える。
天文普及とアーティストとしての功績をたたえられ、小
惑星11949番はkagayayutaka（カガヤユタカ）と命名さ
れている。花巻イーハトーブ大使。

KAGAYAさんの
１日のスケジュール

　KAGAYAを一言で表すなら？
　▶自由人

　撮りに行きたい場所は何で決めますか？情報取集は何でしますか？
　▶いつもGoogleマップと天気予報をじっと見比べてうなっています。
　　KAGAYAのGoogleマップは行きたいところのピンで埋め尽くされています。

　健康で気をつけていることはありますか？
▶甘いものが好きなKAGAYAは以前はアイスやケーキを無制限に食べていた気がするので
すが、最近はさすがに体を気遣って控えめにしているもようです。そして撮影のための機
材やソフトウェアの解説動画を見ながらエアロバイクをこいだり筋トレをしています。

　疲れることはありますか？疲れた時はどんなことをしますか？
▶KAGAYAはよっぽどでないかぎり『疲れた』『忙しい』と言わないので、心の持ちよう
は大事なのだなあとスタッフは思っています。

KAGAYA事務所スタッフ(Tさん)にKAGAYAさんについて伺ってみました。

こたえ　①：あかし　②：①トンボ　③：①太陽-月-地球
　　　　④：①オリンポス山　⑤：②明石市　
　　　　⑥：1　⑦：②こぐま座　⑧：かに座
　　　　⑨：太陽系　⑩：スピカ

2005 年
GW わくわく
フェスティバル

2007 年
GW わくわく
フェスティバル

2012 年
GW わくわく
フェスティバル

2016 年
皐月場所

2019 年
皐月場所

2022 年
皐月場所

　2014 年皐月場所 　2018 年 皐月場所

2023 年
皐月場所

2011 年
GW わくわく
フェスティバル

ブラック～
クイズアタックじゃ！

なつかしいクイズが
たくさんあるぞ！

その時の天文現象や
宇宙開発の話題も
一緒に思い出すな！

星空撮影の１日

作品制作の１日

撮影

撮影準備
1：00

睡眠
5：00

撤収・移動
1：00

バックアップ・充電
1：00

移動・撮影場所探し
3：00

睡眠
8：00

食事
0：30

食事2
0：30

食事3
0：30

運動
0：40

入浴
0：20

制作
4：30

制作
3：30

制作
2：00

制作
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　西部図書館と西部市民会館が、2024年11月11日に開館25周年を迎えま
した。これを記念し、11月9日に西部市民会館ホールで「西部 de フェス
タ！」が開催されました。
　家族を対象とした午前の部では、おはなしムッシュによる絵本の読み聞
かせの後、シゴセンジャーやブラック星博士が登場し、客席の皆さんととも
に、星や宇宙のクイズで楽しみました。その後
の、絵本作家・たなかひかる先生によるワーク
ショップも、リクエストされたワードをもとに
即興で描かれるイラストに、会場は大盛り上
がりでした。
　午後の部は天文科学館・井上館長による「お
ひるま星空トーク」でした。プラネタリウム
100周年にあわせて出版された井上館長の著
書「星空をつくる機械」にちなみ、プラネタリウ
ムの歴史やしくみ、そしてプラネタリウムの
ふるさとを訪ねたエピソードについてのお話
しに、参加者は興味深く耳を傾けていました。

イべントレポート E V E N T  R E P O R TE V E N T  R E P O R T

11月９日（土）

西部図書館25周年記念イベント

11月23日(土)・24日(日)

熟睡プラ寝たリウム クリスマス〝キッズ〞ナイトミュージアム

クリスマスナイトミュージアム土星食観望会＆中継夏休み児童生徒作品展 中学生プレゼンテーション発表会 特別展 SSP(日本自然科学写真協会)展
「自然を楽しむ科学の眼」ギャラリートーク

トライやるウィーク

(明石市)  ６月 ４ 日(火)～ ７日(金)
(神戸市) 11月13日(水)～15日(金)

　夏休み児童生徒作品展中学生の部入賞者による、中学生プレゼン
テーション発表会を行いました。
　その場で簡単な実験を行うなど、それぞれが“わかりやすく伝える”
工夫をしながら自らの作品について発表しました。保護者や学校の先
生など、大勢の大人の前で発表するという慣れない場面であったにも
関わらず、みな堂々とした姿で、実験や観察対象に対する熱い想いが
伝わってくる発表会
でした。発表まで多
くの練習を重ね、こ
の日に挑んだことが
伺われます。
　見事な発表を行っ
た生徒の皆さんをは
じめ、サポートいた
だいた保護者の方、
先生方に改めてお礼
申し上げます。

11月10日(日)

　特別展のギャラリートーク
を「子ども向け」「一般向け」の
2回、実施しました。講師には、
写真展に出展されていた玉田 
尚之さん、西谷尚之さんのお
二人をお迎えしました。参加
者のみなさんは、写真のバッ
クグラウンドや、それぞれの想
いなどの話に熱心に聞き入っ
ておられました。キッズの回で
は、質問も多数あり、撮影に使
用しているカメラに触れる体
験は、家族連れに大変喜ばれ
ました。

11月17日(日)

　中学生が地域での様々な体験活動を通じて、働くことの意義、楽し
さを実感したり、社会の一員としての自覚を高めるなど、生徒一人一
人が自分の生き方を見つけられること
を 目 的 に 行 わ れ て い る ト ラ イ や る
ウィーク。令和6年度は6月4日(火)～7日
(金)に明石市の中学生、11月13日(水)～
15日(金)に神戸市の中学生をそれぞれ
14名受け入れました。
　館内放送や、設備の整備・点検作業、大
型望遠鏡の見学、保育園での紙芝居・ク
イズなど、多岐にわたる業務を体験。こ
の中で作成した展示物の解説資料は、観
覧者の方からもわかりやすいと好評を
いただいています。今年もたくさんの力
作が出来上がりました。ご来館の際ぜひ
ご覧になってください。

　日頃お疲れの皆さんを解説者が熟睡へと誘うイベント「全国一斉熟
睡プラ寝たリウム」が今年も開催されました。参加団体は68団体で、
それぞれの工夫が凝らされた寝るためのイベントが行われました。
　天文科学館では、23日・24日の2日間、午後2回の投影時間で、特別
投影「熟睡プラ寝たリウム」を実施しました。館長は自前のパジャマで
登場。「いびき席」からは、心地よい寝息・
いびきが聞こえてきました。イベント後
は出口で、参加証明書が配布されたほか、
各回の熟睡率が公式SNSで発表されまし
た。

　土星食とは、地球から見て月と土星が一直線に並ぶことで、月が土
星を隠してしまうように見える天文現象です。天文科学館では、土星
食の観望会を開催しました。当日の天候は曇りで、観望会が始まって
双眼鏡の使い方レクチャーの間には雨が降った場面もありました。雨
が上がった後も、時折月が顔を出すものの、土星食の瞬間は見ること
ができませんでした。
　しかし、16階で行われていたライブ中継では、望遠鏡が雲越しに土星
が月の後ろから
出現する様子を
とらえることに
成功しました。
天 文 科 学 館 の
YouTubeチャ
ンネルにアーカ
イブがあります
ので、ぜひご覧
ください。

12月14日（土）

12月８日（日）
　今年のクリスマスナイトミュージアムも辛島すみ子 with Friends
の皆さんの演奏で、ロマンチックなイベントとなりました。「I'll Be 
Home For Christmas」「White Christmas」などのクリスマスソン
グと共に2024年に話題になった彗星や土星、美しいオーロラの映像
を お 楽 し み
い た だ き ま
した。また、
井 上 館 長 と
辛 島 さ ん の
楽 し い ト ー
クで、2024
年と2025年
の 天 文 現 象
を 紹 介 し ま
した。

12月21日(土)

　大人も子どもも楽しめる、キッズナイトミュージアムを開催しま
した。
　出演いただいたワタナベフラワーの皆さんによる楽しい生演奏と
パフォーマンスで、スタートから会場は一気に大盛り上がりとなり
ました。休憩を挟んだ後はゆったりとプラネタリウムの星空を眺め
ながら、クリスマスの頃に見つけられる星座を探しました。満天の星
の元でも音楽を演奏いただき、最後までとても活気のあるイベント
となりました。
　イベント終了後の
アンケートには、「ラ
イブと星のコラボが
良かった」「プラネタ
リウムでのライブは
特別感がありました」
といった感想が寄せ
られました。

展示風景（「天文時計」・「プラネタリウム惑星投影機」）

　 春になり、新しいことにチャレンジしたい方も多いのではないでしょうか。そんな方におすすめしたいのが、当館の天文
科学館ボランティア（略称：天ボラ）です。館内展示室でオレンジのベストを着て展示の案内をしたり、キッズルームで絵本の
読み聞かせをしたり、観望会で活躍したり、当館の活動で大活躍しています。高校生や大学生も多く参加しています。進学や
就職活動で「社会貢献活動」として履歴書に書く人もおり、役立ててもらえるのは嬉しいことです。
　天ボラの大きな魅力は「人にものを伝える経験」ができることです。学びには三つの段階があります。第一は、授業のように
受け身で知識を得ること。次に、博物館で展示を見たり、友の会に参加したりして、自ら学ぶ能動的な段階。そして、第三の段
階が「人に伝えること」です。誰かに説明しようとすると、知識を整理し、より深く理解する必要があります。この過程を通じ
て、学びがさらに深まり、コミュニケーション能力も磨かれるでしょう。
　興味がある方、ぜひ天ボラに参加してみませんか？また、当館には「星の友の会」があり、仲間と交流しながら学ぶことがで
きます。会員になると研修を受け、天ボラ活動に参加することができます。もちろん、学生に限らず大人の方も大歓迎です。天
文を学び、伝える楽しさを、ぜひ一緒に体験しましょう！

館長コラム 学生のみなさんへ 天ボラのすすめ

撮影：おはな
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最近の天文の話題やいろいろなテーマについ
て、天文科学館の学芸員が、小学4年生以上
を対象に、わかりやすく解説します。天文につ
いて深く楽しく勉強しましょう。

素敵な生の音楽と星空をお楽しみいただくプラ
ネタリウム特別投影です。

幼児や小学校低学年を対象とした子どもむけプラネタリウムです。

解説員が、その日の夜に見える星空と、期間ごとのテーマにそったおはなし
をわかりやすく紹介します。

4月 6~ 月 イべント情報

乳幼児（0～4歳くらいまで）のお子さんと保護
者の方が対象のプラネタリウムです。親子で一緒
にプラネタリウムをお楽しみください。

● 日　程 ： 
　・4月12日（土）・25日(金)
　・5月9日（金）・31日（土）
　・6月7日（土）・21日（土）

● 参加費 ： 入館料のみ

● 日　程 ： 
　・５月17日（土）13時10分～
　・６月14日（土）13時10分～

● 日　程 ： 
　平日　9時50分～／11時10分～
　土日　11時10分～／14時30分～

・4月26日（土）　「たのしい星座さがし」
・5月24日（土）　「宇宙のすがた」
・6月28日（土）　「太陽と月のおはなし」
　各日9:50～
※年齢に関係なく参加できます。

南の国ではどんなお星さまが見られるかな。南
半球の星空をご紹介します。

詳しくは当館ホームページをご覧ください。

詳しくは当館ホームページをご覧ください。

10時～　投影時間約30分

事前申込

休館日の
お知らせ

「北極の星空・南極の星空」

駐車場ご利用の場合は別途200円必要です

６月 ４月 ５月 

「ひしゃくぼしとはるのほし」

～4月13日（日）

「プラネタリウム100周年×シゴセンジャー20周年」

４月12日(土）～６月１日（日）

「プラネタリウム100周年特別投影　天文学の１世紀」

５月１日(木）～５月31日(土）

「土星と時計とホイヘンス」

６月１日(日）～６月29日(日）

◆実施日時・申込方法の詳細については
　ホームページをご覧ください
◆参加費　1人 300円

「からくり時計の世界」セイコーミュージアム 銀座　共同企画

６月７日（土）～７月13日（日）

天体観望会の実施日・申し込みについて

４月５日（土）
【事前申込】

５月10日（土）
【事前申込】

４月26日（土）
「たのしい星座さがし」

５月24日（土）
「宇宙のすがた」

６月28日（土）
「太陽と月のおはなし」

５月10日（土）・５月11日（日）　11:10～【事前申込】
「軌道星隊シゴセンジャー皐月場所」

北極では、北極星が頭の真上に輝きます。ま
た、南極では、「みなみじゅうじ座」などの明
石からは見られない星や星座が空高くに輝
く姿を見ることができます。北極や南極の星
空を案内します。

４月１日(火)～４月30日(水)

詳しくは当館ホームページをご確認ください。

キッズプラネタリウムにシゴセンジャーとブラック星博士が登場！　

●皐月場所
　・5月10日（土）・11日（日）　11:10～

事前申込

毎週土曜・日曜・祝日と学校長期休業中（3/25～4/6）の第2回目と第4回目の投影に実施します。

４月１日（火）～４月30日（水）

「みなみのくにのおほしさま」

４月19日（土）～６月１日（日）
「たなばたアワー」

６月３日（火）～７月６日（日）

６月１日（日）～６月29日（日）
機械式時計の仕組みの一つである「ひげゼンマイ」
を発明したホイヘンスは、土星の観察もしていま
す。時計の仕組みと土星についてご紹介します。

５月１日（木）～５月31日（土）

今から100年前、1925年5月7日、世界で初め
ての近代的プラネタリウムがドイツ博物館に
常設され、一般公開が始まりました。100年の
間に、天文学は大きく飛躍しました。プラネタ
リウムと天文学の
100年の歴史をご
紹介します。

５月17日（土）
13時 10分～ 【事前申込】

６月14日（土）
13時 10分～ 【事前申込】

４月19日（土）～６月１日（日）

プラネタリウム一般投影プラネタリウム一般投影

キッズプラネタリウムキッズプラネタリウム

こども天文教室こども天文教室 ベビープラネタリウムベビープラネタリウム 星と音楽のプラネタリウム星と音楽のプラネタリウム

その他のイベントその他のイベント

特別展特別展

＊5月10日（土）・11日（日）の11時10分～は「軌道
星隊シゴセンジャー（事前申込制）」のキッズプ
ラネタリウムになります。

＊平日は団体予約がある場合のみ投影があります。
＊6月10日は時の記念日のため「たなばたアワー」

はありません。

星がひしゃくのかたちに並んだひしゃくぼし
のおはなしや春の星座をお話します。

３月１日（土）～４月13日（日）

E v e n t  C a l e n d a r

北極の星空・南極の星空 プラネタリウム100周年特別投影
天文学の1世紀

４月12日（土）～６月１日（日）
2025年5月7日、プラネタリウム100周年グランドフィナーレを迎えます。プ
ラネタリウム100周年について写真
などで振り返ります。
また、シゴセンジャーが誕生してか
ら今年で20周年。写真や映像でシゴ
センジャー20年の歴史をご紹介し
ます。

プラネタリウム100周年×シゴセンジャー20周年

６月７日（土）～７月13日（日）
セイコーミュージアム銀
座が所蔵するからくり時
計を動態展示して紹介し
ます。人形や文字板の動
き、メロディをお楽しみく
ださい。

「からくり時計の世界」セイコーミュージアム 銀座　共同企画

土星と時計とホイヘンス

ひしゃくぼしとはるのほし みなみのくにのおほしさま

たなばたの物語や、夏の星座、宇宙について
わかりやすくお話しします。

６月３日(火)～７月６日(日)

たなばたアワー

軌道星隊シゴセンジャー

ⓒ高部哲也 ⓒNASA/JPL/Space Science Institute

特別展「プラネタリウム博覧会」展示風景

略号 プラネタリウム
一般投影

キッズ
プラネタリウム 季節イベントK 星と音楽のプラネタリウム

こども
天文教室 観望会特別展

４月12日（土）
【事前申込】

４月25日（金）
【事前申込】

５月９日（金）
【事前申込】

５月31日（土）
【事前申込】

６月７日（土）
【事前申込】

６月21日（土）
【事前申込】

E V E N T  I N F O R M A T I O N

ベビー
プラネタリウム
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毎週月曜日・第２火曜日・年末年始
ただし、月曜日・第２火曜日が国民の休日・祝日となる日は開館し、翌日が休館と
なります。年末年始の営業についてはホームページ等をご覧ください。
※臨時開館・休館あり（ホームページ等でお知らせします）


